
河川協力団体の活動状況報告平成29年度 新規指定団体のこれまでの活動状況

◆活動内容

③調査研究
・アユの遡上調査（魚類調査）
④知識の普及及び啓発
・エコ夢探検隊（生物調査、安全利用）

◆活動目標
綾瀬川流域の市民が綾瀬川に関心をもって
浄化対策に協力していくことができるよう
楽しい企画で普及啓発を図っていく。

指定番号：国（関東地方整備局）第３１号
団体名   ：特定非営利活動法人 エコロジー夢企画

http://ecoyume.net/

活動場所：綾瀬川、桑袋ビオトープ、大曽根ビオトープなど
活動目的：前身の「せせらぎグループ」が提言して実現した綾瀬川下流域の「足立区桑袋ビオトープ公園」

と「八潮市大曽根ビオトープ」で、生物生息環境調査（昆虫・植物・野鳥・水生生物）を行って
綾瀬川浄化を見守り続ける。親子参加による生物調査を行って環境教育を行い市民による浄化活
動を活性化させたい。

かいぼり隊・エコ夢探検隊 （江戸川河川事務所委託事業及び共催事業）

㉛河川協力団体の活動状況報告

アユの遡上調査 令和5年度はアユの調査は行わなかった。

長年活動してきた大曽根ビオトープで河川協力団体委託業務として①魚調査 ②
ヨシの群落調査 ③ヨシ刈り体験会 ④ヨシの資源化体験会 ⑤ヨシの資源化提
案事業を行うことができた。3月10日（日）「大曽根の湿地ビオトープを考える会」の
協力も得て、80名で実施。昨年自主事業でヨシの根っこ堀りをした水路は、底泥が
さらさらになっており、他と明らかに違っていることを子ども達が発見したため、継
続が大事だということを実感。ヨシズ作りは共同作業で楽しく美しく完成した。

令和５年度版

https://youtu.be/sSO9PIxMEUs
かいぼり隊Youtube

かいぼり隊
ヨシズ作り

80名が参加

生物調査・カヌーでごみ拾い
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